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１．2026年 12月期第２四半期（中間期）の連結業績（2026 年１月１日～2026年６月 30 日） 

 （１）連結経営成績(累計)                                     （％表示は、対前年中間期増減率） 

 

営業収益 純営業収益 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する

中間純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2026 年 12 月期中間期  108,547 53.7 97,515 49.4 35,529 116.1 35,706 121.4 22,213 297.8 

2025 年 12 月期中間期 70,627 10.0 65,257 6.3 16,438 2.6 16,124 2.0 5,584 △48.9 

（注） 包括利益   2026 年 12 月期中間期  22,340 百万円（332.2%） 2025 年 12 月期中間期 5,168 百万円（△55.1%） 

 
 

１株当たり 
中間純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
中間純利益 

             円 銭          円     銭 

2026 年 12 月期中間期  116,423.73 －   － 

2025 年 12 月期中間期  29,267.91 －   － 

 

（２）連結財政状態  

 総資産 純資産 自己資本比率 1 株当たり純資産 

             百万円               百万円                 ％            円 銭 

2026 年 12 月期中間期 5,874,512 220,688 3.8 1,156,653.29 

2025 年 12 月期 5,124,938 198,347 3.9 1,039,563.95 

 （参考） 自己資本   2026年 12 月期中間期  220,688 百万円   2025 年 12 月期  198,347 百万円 

 
２．2026年 12月期の連結業績予想（2026年１月１日～2026 年 12月 31日） 

当社グループの主たる事業である証券業の業績は経済情勢や相場環境によって大きく影響を受ける状況にあり、業績予

想を行うことが困難であることから、開示しておりません。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

              

 

 

※ 注記事項 

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：無 
新規  －社（社名       ）、 除外  －社（社名       ） 

 
（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 
（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：無 

② ①以外の会計方針の変更       ：無 

③ 会計上の見積りの変更        ：無 

④ 修正再表示             ：無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 2026年 12月期中間期   190,799 株 2025年 12月期   190,799 株 

② 期末自己株式数 2026年 12月期中間期 －株 2025年 12月期 －株 

③ 期中平均株式数(中間期) 2026年 12月期中間期 190,799 株 2025年 12月期中間期 190,799 株 

※第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です。 

 

※その他の特記事項 

当社グループの中間連結財務諸表は「有価証券関連業経理の統一に関する規則」（1974 年 11 月 14 日付日本証券業協会自主

規制規則）に準拠して作成しております。 

 

 

【参考情報】 

2026年４月～2026年６月の連結業績 

連結経営成績 

 

営業収益 純営業収益 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する

四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

(2026 年４月～2026 年６月)  58,229 63.5 52,495 58.9 20,904 136.5 21,002 142.2 14,389 667.1 

(2025 年４月～2025 年６月) 35,617 7.9 33,035 5.2 8,839 △2.1 8,673 △2.4 1,875 △69.1 
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１．当中間期決算に関する定性的情報 

（１） 経営成績に関する分析 

当中間連結会計期間における金融市場は、株式が AI・半導体関連銘柄を主役に大きく上昇する局面と、地政学リスク

（中東情勢など）の高まりやインフレ警戒で下落する局面が繰り返される展開が中心となりました。年初に 5万 2,000円

台を試す格好でスタートした日経平均株価は、国内の政策期待や海外勢による日本株買い、為替市場での円安進行など

を追い風に上値を伸ばし、2 月下旬には 6 万円台をうかがうところまで株価水準を切り上げて行きました。ただし、2 月

末に米国とイランとの間で軍事衝突が生じたのをきっかけに、金融市場は転機を迎えることになりました。原油価格の

急騰や供給網への不安、それに伴うインフレ懸念から国内外の株式市場が急落し、国内株市場でも半導体・大型グロー

ス株の軟調な推移が目立ちましたが、その一方で、地政学リスクや需給バランスの変化で価格が左右される資源・海運

と、景気の影響を受けにくい防衛などのセクターが底堅さも見せました。債券市場では、米国の 10 年債利回りが上昇し、

インフレと景気減速、金融政策に対する思惑の綱引き状態が続いたほか、為替市場でも日米の金利差を背景にドル高・

円安圧力がくすぶる中、円買い介入への思惑も意識されました。しかし、4 月以降は中東の停戦期待が高まったことで金

融市場のムードは再びリスクオンに傾き、株式市場では、メモリ関連や電子部品など、AI・半導体関連銘柄の物色が広

がったこと、そして AI エージェントやフィジカル AI などをキーワードにした、AI 技術の進歩に伴うデータセンターへ

の旺盛な投資需要が継続するという見方を背景に上昇が加速、日経平均株価は 6 月 22 日の取引時間中に 7 万 2,831 円の

高値をつけるところまで駆け上がりました。もっとも、2 カ月半のあいだに 2 万円以上の急騰となった反動や中東情勢の

不透明感も継続していることから過熱感による売りが出始め、6 月末の日経平均株価は 7 万円台を維持する 7 万 62 円で

取引を終えました。 

 

このような経済環境の中、当社及び当社子会社は「資産づくりの伴走者」として、お客様の Financial Well-Being を

最大化することをビジョンに掲げ金融商品取引業を展開しており、個人のお客様の資産形成、資産運用に真に役立ち、

信頼される証券会社になるため、「お客様本位の業務運営宣言」に基づいた最良かつ革新的な投資サービスの提供に努

めております。また、当社の親会社である楽天グループ株式会社およびその子会社等で形成する楽天グループのエコシ

ステムを最大限に活かし、従来のインターネット証券の枠を超えた付加価値の高いサービスを実現しています。 

 

当中間連結会計期間の主な取り組みとしては、株式取引について、「かぶピタッ®（金額指定取引）」の取扱銘柄に

ETF を追加しております。これまで 1 口単位でしか取引できなかった ETF を 100 円からの少額で取引できるようになり、

株式や債券、コモディティなどの ETFを予算にあわせバランスよく組み合わせることが可能になりました。これにより手

軽に ETF での分散投資が実現します。iDeCo については、これまで以上にお客様一人ひとりの投資目的やリスク許容度、

相場環境に適した商品で資産づくりをおこなえるよう、商品ラインアップの入れ替えを行いました。刻々と変化する経

済状況や金融環境に対応できるよう、今後も、定期的なモニタリングをおこない、商品ラインアップ入替を検討してい

きます。 

 

当中間連結会計期間の当社グループにおける主な取り組みは以下のとおりです。 

 

・米国株式のプレマーケット取引を開始し、取引時間最大 12 時間に（2026年 1 月） 

・株式投資未経験でも始められる信用取引「らくらく信用®」の提供開始（同年 1 月） 

・スマホアプリ「iSPEED® FX」に新チャート機能を搭載（同年 2 月） 

・みずほ銀行の銀行代理業を開始（同年 3 月） 

・ログイン ID 確認などに公的個人認証サービスを導入（同年 3 月） 

・プレミアムメンバーシッププログラム「楽天証券 Star CLUB™」を開始（同年 4 月） 

・米国株式のアフターマーケット取引を開始し、取引時間最大 16 時間に（同年 6 月） 

 

これらの施策の結果、当中間連結会計期間におきましては、営業収益は 108,547 百万円（前年同期比：53.7％増）、純

営業収益は 97,515 百万円（前年同期比：49.4％増）、営業利益は 35,529 百万円（前年同期比：116.1％増）、経常利益は

35,706百万円（前年同期比：121.4％増）、親会社株主に帰属する中間純利益は22,213百万円（前年同期比：297.8％増）

となりました。 
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また、主な収益・費用の状況は以下のとおりであります。 

  

【受入手数料】 

当中間連結会計期間の受入手数料は 34,860 百万円（前年同期比：51.1％増）となりました。 

  主要な科目別の内訳は以下のとおりであります。 

 

[委託手数料] 

  委託手数料は、株式現物取引、株式信用取引を中心に 17,280 百万円（前年同期比：51.5％増）となりました。 

 

[その他の受入手数料] 

  その他の受入手数料は、投信代行手数料を中心に 15,018 百万円（前年同期比：50.1％増）となりました。 

 

【トレーディング損益】 

  トレーディング損益は、外国債券の販売や、外国為替証拠金取引（楽天 FX）などにより 21,218 百万円（前年同期比：

34.8％増）となりました。 

 

【金融収支】 

  金融収益は 46,385 百万円（前年同期比：66.2％増）となりました。また、金融収益から金融費用を差し引いた金融収

支は 35,353 百万円（前年同期比：56.8％増）となりました。 

 

【販売費及び一般管理費】 

  販売費及び一般管理費は 61,985 百万円（前年同期比：27％増）となりました。主な内訳は、取引関係費 38,607 百万円

（前年同期比：35.3％増）、事務費 9,305百万円（前年同期比：21.2％増）、減価償却費 6,216百万円（前年同期比：8.9％

増）、人件費 4,181 百万円（前年同期比：2.8％増）等となっております。 

 

（２） 財政状態に関する分析 

【資産】 

  当中間連結会計期間の総資産は、前連結会計年度末に比べ 749,573 百万円増加し、5,874,512 百万円となりました。

これは主に、流動資産において信用取引資産が 651,218百万円、預託金が 54,895百万円増加したこと等によるものであ

ります。 

 

【負債】 

  当中間連結会計期間の負債は、前連結会計年度末に比べ 727,233 百万円増加し、5,653,824 百万円となりました。こ

れは主に、有価証券担保借入金が 478,338 百万円、受入保証金が 216,695 百万円増加したこと等によるものであります。 

 

【純資産】 

  当中間連結会計期間の純資産は、前連結会計年度末に比べ 22,340 百万円増加し、220,688 百万円となりました。これ

は主に、利益剰余金が 22,213百万円増加したことによるものであります。 

 

（３） キャッシュ・フローに関する分析 

当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。 

 

【営業活動によるキャッシュ・フロー】 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、81,270 百万円の支出となりました。これは、信用取引資産及び信用取引負債

の増減額による支出が主な要因であります。 

 

【投資活動によるキャッシュ・フロー】 

  投資活動によるキャッシュ・フローは、26,505 百万円の支出となりました。これは、貸付による支出が主な要因であ

ります。 
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【財務活動によるキャッシュ・フロー】 

  財務活動によるキャッシュ・フローは、23,456 百万円の収入となりました。これは短期借入金の純増減額による収入、

コールマネーの増減額による支出が主な要因であります。 

 

以上の結果、当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物の中間期末残高は、319,599 百万円となりました。 

 

（４） 連結業績予想に関する定性的情報 

当社グループの主たる事業である証券業の業績は経済情勢や相場環境によって大きく影響を受ける状況にあり、業績 

予想を行うことが困難であることから、開示しておりません。 
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２．中間連結財務諸表 

（１）中間連結貸借対照表 

 

 

 

 

(単位：百万円)

（資産の部）

流動資産 5,074,055 5,821,887
417,771 346,334

3,133,999 3,188,895
52,496 64,325

商品有価証券等 1,797 2,469
デリバティブ取引 50,699 61,856

営業投資有価証券等 7 7
1,786 1,559

1,273,036 1,924,254
信用取引貸付金 1,139,816 1,819,668
信用取引借証券担保金 133,219 104,586

有価証券担保貸付金 13,442 11,561
借入有価証券担保金 13,442 11,561

2,953 5,884
58,268 81,725
65,379 112,756

- 6,385
短期貸付金 16,230 30,303

346 69
前払費用 1,254 1,501
未収入金 10,374 11,847

26,969 34,828
その他 - 0

△260 △354

50,883 52,624

1,894 2,200
建物（純額） 606 579
器具備品（純額） 1,263 1,536
リース資産（純額） 5 2
建設仮勘定 19 81

40,923 40,580
のれん 2,601 2,306
顧客関連資産 3,266 3,150
ソフトウエア 29,682 30,422
ソフトウエア仮勘定 4,640 3,976
リース資産 732 725

8,064 9,843
投資有価証券 376 362
長期貸付金 309 308
長期差入保証金 1,327 1,492
長期前払費用 64 44
その他 7,631 9,907
貸倒引当金 △1,644 △2,271

5,124,938 5,874,512

前連結会計年度
(2025年12月31日現在)

当中間連結会計期間
（2026年６月30日現在）

固定資産

預託金
トレーディング商品

約定見返勘定
信用取引資産

立替金
募集等払込金
短期差入保証金

前払金

未収収益

貸倒引当金

現金・預金

   科   目

有形固定資産

無形固定資産

投資その他の資産

資産合計

支払差金勘定
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(単位：百万円)

（負債の部）

流動負債 4,899,937 5,624,569

20,066 28,251

デリバティブ取引 20,066 28,251

212,656 239,672

信用取引借入金 13,339 101,367

信用取引貸証券受入金 199,317 138,304

1,031,302 1,509,641

有価証券貸借取引受入金 1,031,302 1,509,641

2,584,624 2,560,840

746,992 963,688

389 1,548

10,377 -

269,300 292,800

前受金 2,889 2,911

前受収益 0 -

リース債務 175 186

未払金 968 42

未払費用 10,160 12,443

7,649 10,078

1,856 1,985

168 101

279 305

79 72

3,079 3,592

582 560

1,513 1,557

資産除去債務 355 358

繰延税金負債 28 520

537 534

61 61

23,574 25,661

23,574 25,661

4,926,590 5,653,824

（純資産の部）

19,495 19,495

16,511 16,511

161,331 183,545

株主資本合計 197,338 219,552

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2 2

為替換算調整勘定 958 1,088

退職給付に係る調整累計額 48 44

その他の包括利益累計額合計 1,008 1,135

198,347 220,688

5,124,938 5,874,512

信用取引負債

   科   目
前連結会計年度

(2025年12月31日現在)
当中間連結会計期間

（2026年６月30日現在）

トレーディング商品

短期借入金

未払法人税等

賞与引当金

役員賞与引当金

販売促進引当金

有価証券担保借入金

預り金

受入保証金

有価証券等受入未了勘定

受取差金勘定

純資産合計

固定負債

リース債務

退職給付に係る負債

役員退職慰労引当金

特別法上の準備金

金融商品取引責任準備金

負債合計

株主資本

資本金

資本剰余金

利益剰余金

その他

その他

負債・純資産合計
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書 

(中間連結損益計算書) 

 

 

(単位：百万円)

前中間連結会計期間 当中間連結会計期間

自 2025年１月１日 自 2026年１月１日

至 2025年６月30日 至 2026年６月30日

営業収益 70,627 108,547

23,078 34,860

委託手数料 11,409 17,280

引受け・売出し・特定投資家向け
売付け勧誘等の手数料 281 165

募集・売出し・特定投資家向け
売付け勧誘等の取扱手数料 1,379 2,395

その他の受入手数料 10,007 15,018

15,738 21,218

営業投資有価証券等損益 0 0

27,912 46,385

3,897 6,082

金融費用 5,370 11,032

65,257 97,515

販売費・一般管理費 48,818 61,985

28,543 38,607

4,066 4,181

1,374 1,200

7,680 9,305

5,710 6,216

968 1,313

のれん償却額 317 322

23 721

135 116

16,438 35,529

57 413

371 236

16,124 35,706

- 68

6,489 2,327

9,634 33,446

4,953 10,738

法人税等調整額 △903 495

法人税等合計 4,050 11,233

中間純利益 5,584 22,213

5,584 22,213

純営業収益

取引関係費

人件費

不動産関係費

事務費

   科   目

受入手数料

トレーディング損益

金融収益

その他の営業収益

親会社株主に帰属する中間純利益

特別損失

税金等調整前中間純利益

租税公課

貸倒引当金繰入

その他

営業利益

営業外収益

法人税、住民税及び事業税

営業外費用

経常利益

特別利益

減価償却費
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(中間連結包括利益計算書) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(単位：百万円)

前中間連結会計期間 当中間連結会計期間

自 2025年１月１日 自 2026年１月１日

至 2025年６月30日 至 2026年６月30日

中間純利益 5,584 22,213

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △0 0

為替換算調整勘定 △417 130

退職給付に係る調整額 2 △3

その他の包括利益合計 △415 126

中間包括利益 5,168 22,340

　（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 5,168 22,340

   科   目
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ

税金等調整前中間純利益 9,634 33,446

減価償却費 5,746 6,703

のれん償却額 317 322

貸倒引当金の増減額 △ 10 721

販売促進引当金の増減額 11 25

金融商品取引責任準備金の増減額 2,838 2,087

受取利息及び受取配当金 △ 5,045 △ 13,647

支払利息 914 2,439

投資有価証券売却益 － △ 68

固定資産除却損 38 －

預託金の増減額 9,554 △ 54,812

トレーディング商品の増減額 △ 5,790 △ 3,618

約定見返勘定の増減額 1,084 226

信用取引資産及び信用取引負債の増減額 20,043 △ 624,202

短期差入保証金の増減額 △ 1,233 △ 47,375

受取差金勘定の増減額 － △ 10,377

支払差金勘定の増減額 △ 1,641 △ 6,385

預り金の増減額 △ 169,098 △ 23,784

有価証券担保貸付金及び有価証券担保借入金の増減額 △ 127,167 480,220

受入保証金の増減額 29,896 216,585

募集等払込金の増減額 36,119 △ 23,457

前払金の増減額 5,306 －

前受金の増減額 △ 5,147 －

未収収益の増減額 △ 1,368 △ 3,318

為替差損益（△は益） 9,179 △ 5,496

その他 △ 2,656 △ 7,171

小      計 △ 188,472 △ 80,937

利息及び配当金の受取額 4,700 9,107

利息の支払額 △ 842 △ 2,224

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △ 4,814 △ 7,216

△ 189,429 △ 81,270

Ⅱ

定期預金の純増減額 △ 5,247 △ 6,415

有形固定資産の取得による支出 △ 306 △ 594

無形固定資産の取得による支出 △ 9,465 △ 5,841

無形固定資産の売却による収入 － 320

投資有価証券の売却による収入 － 97

貸付による支出 △ 9,218 △ 14,073

貸付金の回収による収入 11 1

△ 24,225 △ 26,505

Ⅲ

短期借入金の純増減額 1,500 51,500

コールマネーの増減額 27,000 △ 28,000

リース債務の返済による支出 △ 89 △ 43

28,410 23,456

Ⅳ △ 9,497 5,597

Ⅴ △ 194,742 △ 78,721

Ⅵ 535,384 398,320

Ⅶ 340,641 319,599

投資活動によるキャッシュ・フロー

営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動によるキャッシュ・フロー

前中間連結会計期間

現金及び現金同等物の当中間期末残高

財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に係る換算差額

現金及び現金同等物の増減額

現金及び現金同等物の期首残高

(単位：百万円)

自 2025年１月１日

投資活動によるキャッシュ・フロー

至 2025年６月30日

区分

当中間連結会計期間

自 2026年１月１日

至 2026年６月30日
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（会計方針の変更） 

該当事項はありません。 

 

（中間連結貸借対照表関係） 

有形固定資産の減価償却累計額               

（前連結会計年度） （当中間連結会計期間） 

4,941 百万円 5,230 百万円 

 

（中間連結損益計算書関係） 

   特別損益の内訳 

  (前中間連結会計期間) (当中間連結会計期間) 

特別利益 投資有価証券売却益 ― 百万円 68 百万円 

特別損失 金融商品取引責任準備金繰入額 

減損損失 

支払補償金 

定期預金中途解約損 

不正取引の補償に係る損失引当額 

固定資産除却損 

その他 

2,838 百万円 

― 百万円 

    ― 百万円 

2,552 百万円 

1,058 百万円 

38 百万円 

― 百万円 

2,087 百万円 

102 百万円 

80 百万円 

― 百万円 

― 百万円 

― 百万円 

    57 百万円 

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

  現金及び現金同等物の前中間連結会計期間末残高及び当中間連結会計期間末残高と前中間連結貸借対照表及び当中間連

結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は以下のとおりであります。 

 （前中間連結会計期間） （当中間連結会計期間） 

現金・預金 359,406 百万円 346,334 百万円 

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △17,158 百万円 △ 23,574 百万円 

拘束性預金 △ 1,605 百万円 △ 3,160 百万円 

現金及び現金同等物   340,641 百万円   319,599 百万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


